
事業概要
（400字以内）

本事業は、帯広市南部から動物園前をとおり、帯広競馬場、柏林台通、一般国道38号へとつながる５．６
ｋｍの幹線街路であるが、競馬場を通過する柏林台通～春駒通間１．６kmについて未整備となっている。
そのため、道路新設や道路拡幅・両側歩道の設置を実施するものである。
本事業による効果は以下である。

●交通不能区間の解消により、安全で円滑な道路交通の確保を図る。
●広域ネットワークを構成する北海道横断自動車道等のIC、観光施設および医療施設などへのアクセス
の効率化を図る。
●両側歩道の整備により、歩行者・自転車利用者の利便性、安全性の向上を図る。
●橋梁整備と帯広競馬場内通過により、市街地の分断が解消し、避難経路としての機能性が向上する。

事業規模

事業延長（㎞） 約１．６ｋｍ

幅員（ｍ） ４車線区間：２５．０ｍ ２車線：２０．０ｍ

事業期間（和暦） 平成２７年７月１６日～令和３年３月３１日

事 業 費（億円） 約２２億円

ＵＲＬ －
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応募No. １

事業主体 北海道 十勝総合振興局 帯広建設管理部 事業箇所 北海道帯広市

応募者名 北海道

ふ り が な
事業名称

おびひろけんとしけいかくどうろ ３・３・１０きょうえいどおりほか4 せいびじぎょう

帯広圏都市計画道路 ３・３・１０共栄通外４ 整備事業

事 業 概 要
（北海道：共栄通外４）
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都市計画図(用途地域図)
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路線全体の進捗状況
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都市計画道路３・３・10号共栄通 総延長L=1.6km W＝２０・２５ｍ（今回応募区間）

平成31年３月開通区間
延長L=1.2km W＝２０ｍ

令和２年３月開通区間
延長L=0.4km W＝２５ｍ

帯広厚生
病院
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十
勝

平成31年 3月開通区間
令和2年3月開通区間

（北海道：共栄通外４）
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（北海道：共栄通外４）



縦断図・横断図
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事 業 前
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事 業 後

【２車線拡幅区間横断図W=20.0m】A-A
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H25年10月撮影
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H25年10月撮影

R1年9月撮影

R1年6月撮影

R1年9月撮影

R2年3月撮影年 7

（北海道：共栄通外４）
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事業効果アピール資料
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38

ばんえい十勝

帯広競馬場で分断されていた地域間のｽｸﾘｰﾝ交通量は増加し交流
量が増加しております。

平行幹線道路での交通量が分散され、混雑交差点での流入交通量が
減少し、混雑緩和が図られました。

41
99 102

115

94 115

102
78

80
258 272

297

0

50

100

150

200

250

300

350

整備前H24 整備直後R2 整備後R3

百台/12h

①共栄通 ②16条通 ③西南大通 ｽｸﾘｰﾝ計

1.15倍
22％
減

横
ばい

倍増

【競馬場スクリーン交通量】

【流入ピーク4時間交通量】

91.76

80.25

89.22

50
55
60
65
70
75
80
85
90
95

100

整備前H24 整備直後R2 整備後R3

百台/4h

250台
減少

混雑交差点

資料：交通量調査結果より
整備前H24：平成24年9月実査
整備直後R2：令和2年9月実査
整備後R3：令和3年10月実査

※整備前H24共栄通の交通量は平行市道の交通量※整備前H24共栄
通の交通量は平
行市道の交通量

（北海道：共栄通外４）
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音更帯広IC
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高速道路IC（帯広音更）～十勝医療の中心的役割を担っている帯広厚
生病院間の所要時間が短縮されました。

共栄通沿線は市内各地へのアクセス向上から利便性の高い地域とな
り地価が上昇しております。
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帯広市内平均 共栄通沿線

6年で
1.16倍

6年で
1.30倍

共栄通沿線
南10条南11丁目3－3

H31/3月2車線区間開通

R２/３月4車線区間開通

帯広厚生病院搬送実績
【2019年04月～2020年03月実績】
救命救急センター利用患者数：9,586名
内1次救急患者：5,803名
内2次救急患者：2,695名
内3次救急患者：1,088名
内救急者搬送件数：4,832名

【帯広厚生病院】

9

【共栄通を帯広厚生病院へ向かう救急車】 【帯広市住宅地 基準地標準価格の推移】

資料：北海道地価調査より

資料：帯広厚生病HPより

資料：H27道路交通センサス
H24・R3交通実態調査より

H24：平成24年9月実査
R3：令和3年10月実査

（北海道：共栄通外４）
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帯広市内の自転車歩行者
ネットワーク幹線道路で
唯一の歩道未設置区間と
なっていた共栄通

帯広市市内南地区では
、自転車が集中する地

区となっている

帯広市自転車歩行者道利用環境整備の基本的な考え方（本編）（H23/3）

安心安全な歩行者・自転車通行空間が確保されました。

自転車ネットワークが形成されました。【自転車歩行者道整備路線図】

整備前：歩道未設置区間で車道を走行する
自転車（高齢者）と回避する自動車（写③）

写②

写①

整備前：通行不能区間平行現道の狭小歩
道で輻輳する歩行者時自転車(写①)

整備前：歩道未設置区間で車道を走行す
る乱横断走行する自転車(写②)

広い歩道で待機する通
学自転車（隊列走行）

事業後

事業後

安全にすれ違
う自転車・歩

行者

車道白線の左
空間を安全に走
行する自転車

事業後

写③

事業後

図中写②

図中写②

図中写①

図中写①

図中写③

図中写③

共栄通共栄通

共栄通

（北海道：共栄通外４）



苦労や工夫等アピール資料
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帯広競馬場を分断するため用地取得が難航が想定され事業環境が整わなかったが

帯広競馬場を取り巻く環境が変化したことで整備可能となった。

拡幅区間においては、沿線まちづくりへの影響を踏まえ必要な車線数・幅員構成に変更した。

整備直前(2016：H28)競馬場

過去1978（S53）競馬場

平成にはばんえ
い競馬のみ開催
で周回コースが
廃止されゴルフ
練習場として運
用・競馬場機能
の分断は発生し

ない

競馬場として使用さ
れているエリア

北海道競馬で使
用する周回コース
を分断することに
なり、競馬場があ
る限り現実的には
整備は不可能

Ｈ37
前回ＭＰ

Ｈ37
今回ＭＰ

車線数 4 2

交通量（台/日） 12,526 8,502

混雑度 0.43 0.89

旅行速度（km/h） 39.2 36.1

交通負荷量（千台キロ） 119 63

　

H19帯広PT調査における共栄通車線数減少の検討

H19帯広PT調査共栄通交通量図H4帯広都市OD調査共栄通交通量図

単位：百台/日

※電子地形図（国土地理院）を加工して作成

（北海道：共栄通外４）



受賞歴・報道資料
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R2年1月㏠十勝毎日新聞（日刊）1面

（北海道：共栄通外４）
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